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農
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農
業
に
於
け
る
雇
傭
此
労
働
は
一
方
に
於
け
る
農
民
経
替
の
零
制
性
と
他
方
に
於
て
雇
傭
M

労
働
力
に
依
存
す
る
企
業
的
性
格
を
も
っ

た
粧
皆
の
存
在
で
あ
る
が
、
更
に
家
族
帥
労
働
に
基
く
農
民
の
粧
替
に
於
て
も
所
謂
農
業
の
繁
閑
に
よ
っ
て
農
業
問
労
働
の
不
足
と
、
齢

剰
と
が
存
在
す
る
限
り
農
z

家
相
互
の
聞
に
持
働
力
の
雇
傭
閥
係
を
生
や
る
。
北
海
道
に
於
て
も
府
臓
と
等
し
く
農
業
は
主
と
し
て
出
家

校
労
働
に
依
存
す
る
と
と
多
く
、
従
っ
て
か
L

る
臨
時
的
た
雇
傭
附
労
働
が
塵
倒
的
で
あ
る
。

従
来
よ
り
雇
傭
労
働
は
常
備
、
臨
時
怖
、
守
備
等
に
区
別
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
の
区
別
は
前
速
の
雇
傭
持
働
の
経
済
的
内
容
を
正

確
に
俸
へ
得
な
い
と
と
は
一
五
ふ
ま
で
も
放
く
、
と
の
絞
持
的
区
別
は
経
皆
内
に
於
て
雇
傭
せ
ら
る
L
附
労
働
と
家
放
附
労
働
と
の
比
重
、

雇
傭
持
働
力
を
提
供
す
る
農
家
の
労
賃
に
依
存
す
る
程
度
、
契
約
の
内
容
等
よ
り
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
常
備
は
原

則
的
に
は
大
き
な
粧
皆
の
中
に
の
み
取
り
入
れ
ら
れ
、
臨
時
怖
は
中
農
以
上
の
農
家
で
農
繁
期
に
雇
傭
せ
ら
れ
る
。
常
備
乞
使
用
す

る
農
家
に
於
て
も
使
用
す
る
人
敢
に
よ
っ
て
絞
替
の
内
容
が
具
り
、
臨
時
備
を
使
用
す
る
場
合
も
使
用
日
敢
に
よ
っ
て
相
遺
す
る
。

持
働
力
を
提
供
す
る
出
家
も
或
時
は
常
怖
と
し
て
或
時
は
陥
時
傭
と
し
て
現
は
れ
る
場
合
に
よ
っ
て
、
又
労
働
す
る
時
聞
の
多
少

に
よ
っ
て
そ
の
農
家
家
計
に
占
め
る
賃
金
の
比
重
が
相
泣
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
併
し
農
主
回
世
情
勢
働
力
を
提
供
す
る
人
々
は
大
部

分
農
村
内
部
の
農
主
佐
川
官
む
零
制
農
家
で
あ
り
、
一
加
備
に
よ
る
賃
銀
牧
入
が
か
L
る
農
家
の
生
活
の
大
き
友
部
分
を
卜
日
め
て
ゐ
る
。

北
海
道
に
於
け
る
農
業
一
雇
傭
労
働
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従
っ
て
雇
傭
帥
労
働
力
に
依
存
す
る
程
度
の
高
い
経
皆
に
於
て
長
期
間
或
は
短
期
間
M

労
働
に
従
事
す
る
場
合
も
、
家
族
附
労
働
を
主
と
し

農
繁
期
に
臨
時
に
雇
傭
せ
ら
れ
る
日
傭
労
働
者
の
場
合
も
附
労
働
力
の
提
供
者
が
同
時
に
農
業
を
偉
み
、
或
は
農
家
の
構
成
員
と
じ
て

農
家
の
金
牧
益
の
一
部
を
形
成
し
て
ゐ
る
限
り
に
於
て
は
、
い
づ
れ
も
鹿
怖
せ
ら
る
L
持
働
者
に
取
つ
て
の
意
義
は
同
一
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
雇
傭
持
働
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
賃
銀
が
農
家
経
済
に
於
て
占
む
る
比
率
が
大
に
-
な
れ
ば
か
L
る
農
家
の
賃
銀
持
働
者
的

性
格
が
強
く
、
反
割
に
そ
の
比
率
小
で
あ
れ
ば
農
ほ
ん
と
し
て
の
性
格
が
聞
く
現
は
れ
る
。

勢
働
力
を
雇
傭
す
る
農
業
経
営
に
於
て
も
雇
傭
す
る
附
労
働
力
の
家
族
持
働
に
釘
す
る
比
率
の
大
小
に
よ
っ
て
企
業
的
性
絡
や
農
民

的
性
格
の
い
づ
れ
か
ピ
強
く
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。

事
賓
の
勃
護
以
来
農
業
第
働
力
の
不
足
は
各
地
方
に
於
て
強
く
叫
ば
れ
た
。
国
肥
傭
附
労
働
力
の
他
産
業
へ
の
締
出
と
臆
召
と
に
よ
っ

て
従
来
安
慣
に
而
も
そ
の
数
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
興
へ
ら
れ
た
労
働
力
は
著
し
く
減
少
し
、
更
に
他
方
家
紋
持
働
力
に
よ
っ
て

替
ま
れ
て
ゐ
た
粧
替
か
ら
粧
替
の
中
心
と
友
る
べ
き
男
子
の
附
労
働
力
が
失
は
れ
た
。
農
業
に
於
け
る
附
労
働
力
の
か
L
る
減
少
に
仲
ひ

そ
れ
ん
¥
の
農
家
に
於
て
附
労
働
力
に
劃
す
る
合
理
化
が
行
は
れ
た
。
出
家
伎
の
労
働
の
強
化
、
老
幼
家
族
問
労
働
力
の
動
員
、
作
付
地
の

縮
少
、
機
純
白
導
入
、
共
同
作
業
等
は
経
管
自
由
を
維
持
す
る
矯
め
に
一
般
農
家
に
於
て
質
施
さ
れ
た
方
法
で
る
る
。
特
に
家
放
持

働
力
を
中
心
と
せ
る
附
労
働
の
強
化
が
中
由
民
府
に
於
て
簡
単
に
而
も
蹟
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。

(
北
海
道
農
合
報
昭
和
十
五
年
十
一
月
蹴

矢
島
氏
論
文
)

一
服
傭
附
労
働
力
に
依
存
す
る
と
と
ろ
最
も
多
い
経
替
に
於
て
は
原
則
的
に
労
働
力
節
約
の
方
法
が
保
ら
れ
た
と
は
云
ひ
た
が
ら
、
最

も
強
い
打
撃
乞
交
け
た
は
十
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
現
買
は
む
し
ろ
逆
に
中
農
府
に
於
て
最
も
粧
替
教
が
減
少
し
、
大
山
氏
に
於
て
少
し

く
増
大
し
て
ゐ
る
。

北
海
道
の
農
業
が
も
っ
特
具
の
性
格
か
ら
か
L
る
雇
傭
労
働
が
他
府
賜
と
如
何
に
異
っ
て
現
は
れ
る
か
、
更
に
又
雇
傭
附
労
働
に
依
ー

存
す
る
経
替
の
性
質
や
、
州
労
働
力
提
供
農
家
の
経
済
欣
態
に
基
く
労
働
力
の
性
質
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
譲
り
、
次
下
車
に
現
在



北
海
道
に
於
け
る
操
業
雇
傭
労
働
力
の
一
般
的
欣
態
佐
叙
述
す
る
。

昭
和
十
三
年
度
北
海
道
臨
調
奈
に
従
へ
ば
雇
傭
せ
ら
れ
て
農
業
労
働
に
従
事
す
る
戸
数
凹
六
、
問
八
一
戸
、
農
家
に
し
て
農
業
労

働
力
を
供
給
す
る
も
の
三
四
二
六
五
戸
で
あ
り
、
金
属
怖
農
業
第
働
力
提
供
戸
数
の
約
七
割
以
上
が
農
業
内
部
で
供
給
せ
ら
れ
て

ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
農
家
で
以
て
雇
傭
労
働
力
を
供
給
す
る
戸
数
は
北
海
道
会
農
家
の
約
一
七
・
五
%
で
る
る
。
農
家
に

L
て

農
業
雇
傭
労
働
力
を
供
給
す
る
戸
数
の
う
ち
常
備
の
み
に
従
事
す
る
戸
数
、
臨
時
備
に
の
み
従
事
す
る
戸
数
、
常
備
、
臨
時
備
雨
者

に
従
事
す
る
戸
数
は
各
々
五
、
八
五
七
戸
、
二
五
、
二
五
八
戸
、
三
、

O
五
O
戸
で
附
労
働
力
供
給
農
家
戸
数
の
一
七
%
、
七
四
%
、
八

dm
で
あ
る
。

農
家
よ
り
農
業
外
の
産
業
に
附
労
働
力
を
提
供
す
る
戸
数
は
一
一
一

J
二
三
戸
で
あ
り
、
全
農
家
戸
数
の
一

0
・
九
%
を
占
め
、
農
業

附
労
働
に
従
事
す
る
農
家
の
一
七
・
五
%
に
釘
し
他
産
業
に
附
労
働
力
を
提
供
す
る
戸
数
の
著
し
く
大
な
る
と
と
が
知
ら
れ
る
ι

農
林
省

会
岡
農
家
一
帯
調
夜
報
告
(
昭
和
十
三
年
)
に
従
へ
ば
、
北
海
道
に
於
け
る
農
家
に
し
て
雇
傭
帥
労
働
を
鏡
ぬ
る
も
の
L
戸
数
は
コ
二
、

五
三
九
戸
で
あ
り
、
む
し
ろ
道
臨
調
布
の
農
業
畑
労
働
力
を
提
供
す
る
農
家
戸
数
三
四
二
六
五
戸
よ
り
少
い
と
と
を
一
不
す
。
調
脊
一
の

方
法
の
相
速
は
と
も
か
く
と
し
て
道
臨
調
夜
に
従
へ
ば
、
農
業
労
働
力
を
提
供
す
る
農
家
戸
数
と
「
農
業
者
に
し
て
農
業
外
労
働
に

従
事
す
る
戸
数
」
と

ω
単
純
な
る
和
は
五
五
、
凶
七
八
戸
と
な
り
、
農
林
省
の
調
布
'
と
著
し
い
相
遣
が
あ
る
。
併
し
貫
際
は
勢
働
力

を
提
供
す
る
農
家
は
時
期
に
よ
り
、
又
農
家
の
家
族
の
も
の
が
或
ひ
は
農
業
に
或
は
共
他
の
産
業
に
、
特
に
林
業
、
漁
業
、
農
産
物

加
工
業
等
に
附
労
働
力
を
提
供
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
会
関
と
し
て
は
農
林
省
の
調
夜
に
よ
る
「
雇
情
勢
働
を
殺
ぬ
る
も
の
」
の
戸

数
は
同
時
に
農
業
に
努
働
力
を
提
供
す
る
農
家
と
見
て
差
支
へ
な
い
様
に
忠
は
れ
る
。
即
ち
道
臨
調
布
に
よ
る
農
業
雇
傭
附
労
働
に
従

事
す
る
農
家
及
び
農
業
外
雇
傭
附
労
働
に
従
事
す
る
農
家
の
全
農
家
に
封
ナ
る
比
率
各
々
一
七
・
五
%
と
一

0
・九
dw
は
著
し
い
比
率
に

北
海
遣
に
於
け
る
農
業
雇
傭
柑
労
働

i¥. 
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於
て
同
一
農
家
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
る
る
。

雇
傭
労
働
を
粂
ぬ
る
農
家
は
粂
業
農
家
中
三
九
・
九
dm
を
占
め
て
粂
業
農
家
の
割
合
中
最
大
で
あ
る
。

る
農
家
は
小
作
農
家
最
大
で
六
六
・
九
%
、
自
作
二

0
・八

μ、
自
作
品
米
小
作
農
家
一
二
・
三
dm
で
る
る
。

と
の
雇
傭
附
労
働
に
従
事
す

一
般
に
雇
傭
附
労
働
に
従
事
す
る
農
家
は
農
業
経
皆
の
み
に
よ
ヲ
て
は
生
前
の
維
持
の
困
難
た
農
家
で
あ
る
と
一
五
は
れ
て
ゐ
る
。
北

海
道
に
於
て
一
町
未
満
の
農
家
は
か
L
る
保
件
に
る
る
農
家
と
看
倣
さ
れ
る
し
、
更
に
乎
間
換
へ
等
に
よ
る
農
家
相
互
の
附
労
働
力
の

交
換
を
雇
傭
の
中
に
含
ま
し
め
る
‘
な
ら
ば
一
居
そ
の
範
園
が
蹟
大
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
農
家
に
於
て
は
持
働
力
を
完
全
に
自
給
し

或
は
家
放
の
持
働
力
を
完
全
に
燃
焼
せ
し
め
る
と
と
は
殆
ん
ど
偶
然
的
で
あ
っ
て
、

一
般
的
に
は
飴
刑
務
働
力
と
川
町
働
力
の
不
足
と

が
同
時
に
生
じ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
北
海
道
農
命
日
調
官
引
に
従
へ
ば
ハ
北
海
道
農
家
の
鮭
消
と
粧
皆
)
六
町
歩
を
前
後
と
す
る
経
倍
大

小
別
農
家
附
労
働
に
於
て
弐
の
如
き
比
率
を
見
る
。

経
替
大
小
別
農
家
附
労
働
(
締
勢
働
日
を
一

O
Oと
せ
る
割
合
)

家傭家|種

|目族 l

延

日

事人設

大

赤軍

普
門
%
)
一

垣間・一一一一

一一・一一三

一五・八八一

姐
官
ハ

U
沖

)

ζコ
Cコヂて

Cコ-b
Cコー己

小

額

轡

(
M
m
〉

前
町
川
崎
川
四

回
内
・
穴
一
一
一
穀
業
其
他
一

八

一

四

九

一

合

計

一

大

絞

!j、

経

轡

呂ご 1%
， B交

六
町
歩
を
境
に
せ
る
犬
小
経
叫
円
晶
画
別
の
機
械
的
-
な
る
と
と
は
問
は
ぬ
と
し
て
、
犬
幽
聞
大
小
絞
瞥
共
傭
人
の
勢
倒
の
存
す
る
と
と
が

知
ら
れ
る
。
併
し
大
経
皆
は
小
経
替
等
よ
り
傭
人
附
労
働
に
依
存
す
る
比
率
が
大
で
あ
り
、
衆
業
共
他
に
於
て
逝
に
小
経
替
が
大
経
借

よ
り
大
で
あ
る
。
兼
業
共
他
の
内
容
が
小
経
替
に
於
て
M
労
働
力
提
供
な
る
に
反
し
大
粧
皆
で
は
他
産
業
の
銑
業
に
む
け
ら
れ
て
ゐ
る

と
と
は
明
か
で
あ
る
。
而
も
大
経
替
は
傭
人
に
よ
り
提
供
せ
ら
れ
る
附
労
働
力
が
供
給
す
る
労
働
力
よ
り
大
な
る
に
反
し
、
小
経
営
で

は
傭
人
の
労
働
が
持
働
を
他
に
提
供
す
る
割
合
よ
り
少
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。



雇
傭
労
働
力
を
雇
傭
す
る
農
家
の
全
農
家
戸
数
に
劃
す
る
比
率
は
次
衰
の
示
す
如
く
、
五
町
以
上
の
農
J

援
の
全
農
家
に
封
ず
る
比

率
に
ほ
V
A

比
例
し
て
増
減
し
て
ゐ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
川
作
の
一
農
家
経
営
而
積
の
大
で
あ
る
十
勝
根
室
及
び
釧
路
は
例
外
で
あ

る
が
、
以
上
の
と
と
は
五
町
以
上
の
農
家
は
大
惜
に
於
て
雇
傭
持
働
力
の
存
在
に
重
大
た
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
も
の
と
見
て
差
支

町I
tJ7 
以
下

へ
な
い
。
併
し
な
が
ら
雇
傭
制
労
働
力
(
常
傭
臨
時
傭
)
を
提
供
す
る
農
家
の
全
農
家
に
劃
す
る
比
率
を
見
る
矯
め
に
、

の
農
家
戸
数
の
全
農
家
に
劃
す
る
比
率
を
見
る
と
次
表
の
如
く
雇
傭
労
働
に
従
事
す
る
農
家
の
比
率
に
比
例
し
て
ゐ
泣
い
。
槍
山
、

渡
島
、
後
志
、
宗
谷
の
如
き
は
一
町
未
満
の
農
家
戸
数
が
著
し
く
高
い
に
も
拘
ら
や
、
雇
傭
せ
ら
れ
て
農
業
附
労
働
に
従
事
す
る
農
家

一
町
歩
以
下
の
経
皆
農
家
の
比
率
を
兼
業
農
家
の
締
農
家
戸
数
の
割
合
と
比

戸
数
白
比
率
は
全
道
に
於
て
最
も
低
い
地
位
に
あ
る
。

較
し
て
知
ら
れ
る
如
く
、
と
の
海
岸
地
帯
は
周
知
の
如
く
漁
業
が
盛
で
あ
り
、
大
慨
に
於
て
漁
業
を
兼
業
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら

耕
地
の
少
い
と
と
は
直
ち
に
以
て
農
業
雇
傭
労
働
の
み
を
提
供
す
る
も
の
と
見
る
と
と
は
出
来
な
い
。
十
勝
・
北
見
の
地
帯
は
一
川

歩
以
上
の
農
家
も
決
し
て
経
替
と
し
て
安
定
農
家
で
な
い
と
と
は
明
か
で
、
従
っ
て
逆
に
一
町
未
満
の
農
家
の
比
率
が
腿
傭
労
働
に

一
般
的
に
雇
傭
努
働
に
従
事
す
る
農
家
戸
数
の
全
農
家
に
封
す
る
比
率

従
事
す
る
農
家
の
比
率
よ
り
も
著
し
く
低
い
理
由
が
あ
る
。

は
持
働
力
を
提
供
す
る
保
件
の
農
家
の
存
在
如
何
に
の
み
依
存
す
る
の
で
は
な
い
。

交
際
リUM
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備
考

市
部
を
除
く
。
数
字
は
い
づ
れ
も
昭
和
十
三
年
度

展
傭
間
労
働
を
提
供
す
る
農
家
の
う
ち
で
常
傭
と
な
る
も
の
と
臨
時
傭
と
な
る
も
の
と
は
そ
の
絶
釘
敢
に
於
て
、
又
全
農
家
に
劃
す

る
比
率
に
於
て
弐
去
の
如
く
後
者
は
前
者
に
比
し
て
著
し
く
大
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
本
道
農
家
に
於
て
も
臨
時
傭
に
依
存
す
る
程

度
が
諸
府
臓
の
場
合
と
同
様
に
大
で
あ
っ
て
、
本
道
農
業
も
期
節
的
に
自
家
拙
労
働
力
又
は
常
傭
労
働
力
を
以
て
し
て
は
農
業
経
替
を

機
儲
ず
る
上
か
ら
困
難
で
あ
る
と
と
の
誰
様
で
あ
る
。
陥
時
傭
に
従
事
す
る
農
家
は
一
方
に
於
て
自
家
の
農
業
経
俸
を
皆
み
・
な
が
ら
、

他
方
そ
の
飴
剰
な
る
附
労
働
力
を
他
の
農
a

訴
に
提
供
し
て
一
定
の
賃
銀
を
牧
得
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
持
働
力
は
農
主
に
於

て
繁
閣
の
差
の
大
な
る
水
同
地
帯
ハ
空
知
・
上
川
・
日
高
・
網
走
・
留
前
等
)
に
多
い
。
即
ち
荒
又
氏
に
よ
れ
ば
ハ
枇
命
日
政
策
時
報

第
二
百
三
十
披
)
米
作
農
家
率
は
空
知
・
上
川
・
石
狩
・
謄
振
・
日
高
・
後
志
・
留
萌
・
日
高
が
各
々
七
七
・
八
|
三

0
・
四
%
の
比

率
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
地
方
は
腕
時
傭
に
従
事
す
る
農
家
の
比
率
の
大
た
る
地
帯
で
あ
る
。

渡
謹
先
生
(
北
海
道
山
民
法
経
営
論
)
に
従
へ
ば
水
旧
経
替
に
於
て
は
「
一
作
物
注
単
作
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
か
ら
持
力
の
分
配



完
全
な
ら
や
特
殊
の
季
節
に
繁
忙
」
で
あ
り
、
そ
の
銭
め
に
農
業
の
季
節
的
性
質
を
著
し
く
護
揮
し
此
季
節
に
臨
時
傭
勢
力
を
多
く

要
す
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
畑
作
に
比
し
作
付
反
別
一
町
歩
常
臨
時
傭
延
員
数
の
大
な
る
傾
向
が
知
ら
れ
る
。
更
に
渡
謹
氏

に
従
っ
て
一
経
管
営
臨
時
傭
入
勢
力
延
人
員
を
見
る
に
水
間
に
於
て
は
L

へ
館
二
町
歩
以
上
一

O
町
歩
迄
が
使
用
著
し
き
を
見
る
。
北

海
道
の
各
地
方
に
於
け
る
こ
町
歩
以
上
よ
り
十
町
歩
に
至
る
ま
で
の
粧
営
農
家
の
比
率
は
、
次
表
の
如
く
宰
知
・
上
川
・
網
走
が
七

ouw以
上
、
石
狩
・
釧
路
」
ハ

O
M
m以
k
、
踏
振
・
刷
出
前
が
五
五
%
以
上
と
た
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
大
鵠
水
田
に
於
て
最
も
臨
時
傭
を

多
く
使
用
す
る
粧
管
が
水
田
地
帯
に
特
に
著
し
く
多
く
存
在
し
て
ゐ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
然
る
に
渡
謹
氏
の
調
官
刊
に
従
へ
ば
、
州

作
は
一

O
町
以
上
三

O
町
未
満
に
就
て
臨
時
怖
が
多
い
か
ら
、
各
地
方
の
一

0
1三
O
町
の
農
家
の
比
率
を
見
る
と
次
表
の
如
く
、

根
室
・
網
走
・
謄
振
・
石
狩
に
多
く
、
制
作
地
帯
た
る
十
勝
に
於
て
は
む
し
ろ
空
知
・
上
川
に
於
け
る
と
同
様
少
い
と
と
が
知
ら
れ

る
。
根
告
に
於
け
る
特
殊
開
拓
地
帯
を
除
け
ば
、
以
上
の
如
く
州
作
地
帯
は
問
調
水
問
地
帯
に
比
し
臨
時
傭
を
雇
傭
す
る
割
合
の
少

い
と
と
が
想
像
せ
ら
れ
る
。
併
し
網
走
・
謄
振
・
石
狩
・
後
志
等
の
地
方
に
於
て
十
町
歩
以
上
経
俸
の
比
率
の
多
い
の
は
主
と
し
て

州
作
或
は
酪
農
業
の
行
は
れ
て
ゐ
る
粧
皆
が
比
較
的
多
い
矯
め
と
思
は
れ
、
従
っ
て
と
れ
等
の
粧
替
の
臨
時
傭
雇
傭
が
一
居
と
れ
等

の
地
帯
に
於
け
る
臨
時
傭
の
数
宏
大
ゑ
ら
し
め
る
一
要
因
で
る
る
と
思
は
れ
る
。
け
れ
ど
も
一
般
的
に
所
謂
水
岡
地
帯
に
於
て
は
水

間
の
臨
時
傭
を
雇
傭
す
る
保
件
乞
も
つ
二
町
以
上
十
町
以
下
の
粧
替
農
家
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
等
が
臨
時
傭
に
従
事
す
る
農

家
戸
数
を
と
れ
等
の
地
帯
に
於
て
特
に
大
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
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定
傭
を
雇
傭
す
る
農
家
の
経
皆
の
大
き
さ
は
ど
れ
だ
け
で
る
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
道
農
舎
の
農
家
経
済
調
夜
に
よ
れ
ば
、
水

同
主
業
農
家
に
於
て
は
四
町
前
後
に
於
て
、
畑
作
主
主
農
家
に
於
て
は
二
十
町
歩
の
粧
替
に
於
て
使
用
し
て
ゐ
る
の
が
見
ら
れ
る
。

水
間
農
家
に
於
け
る
同
町
歩
前
後
は
事
費
下
の
男
子
削
労
働
力
の
快
乏
に
も
よ
る
と
見
ら
れ
る
ふ
し
も
あ
る
が
、
乙
れ
以
下
の
粧
畿
に

於
て
は
簡
単
に
常
傭
を
入
れ
る
と
と
も
容
易
で
な
い
は
や
で
あ
る
。
今
試
み
に
五
町
以
上
の
粧
替
農
家
の
比
率
と
常
傭
農
家
の
比
率

及
び
一
町
未
満
農
家
の
比
率
と
を
釘
比
す
れ
ば
次
の
如
く
に
友
る
。

常
備
農
家
の
白
む
る
比
率
は
五
町
歩
以
上
の
艇
皆
農
家
の
比
率
に
比
較
し
て
著
し
く
ゆ
く
、
又
一
町
未
満
農
家
の
比
率
に
比
し
て



も
少
い
と
と
が
知
ら
れ
る
。
と
の
と
と
は
本
道
農
業
の
常
備
に
依
存
す
る
担
度
の
低
い
と
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
常
傭
農
家
の
比

率
は
弐
の
場
合
を
除
け
ば
五
町
歩
の
農
家
の
比
率
の
増
減
と
比
例
し
て
ゐ
る
。
根
室
・
十
勝
・
石
狩
は
例
外
的
に
五
町
歩
以
上
の
経

替
が
常
傭
に
従
事
す
る
農
家
の
比
率
よ
り
も
逆
に
著
し
く
大
で
あ
る
。
併
し
買
際
に
於
て
畑
作
に
於
て
常
備
を
使
用
す
る
農
家
は
一

O
町
以
上
と
見
ら
れ
、
水
田
に
於
て
は
と
れ
に
反
し
山
町
歩
以
上
と
見
ら
れ
る
か
ら
石
狩
・
十
勝
・
釧
路
・
根
室
の
地
方
は
と
の
数

よ
り
減
少
し
、
空
知
・
上
川
に
於
て
は
増
大
し
、
膿
振
・
日
高
・
網
走
は
ほ
刊
誌
増
減
友
し
と
す
れ
ば
上
述
せ
る
如
く
常
傭
農
家
の
比

率
と
常
傭
を
雇
傭
す
る
農
家
の
比
率
と
は
同
じ
傾
向
を
示
す
も
の
と
忠
は
れ
る
。
も
と
よ
り
水
間
に
於
て
同
町
歩
以
上
、
州
に
於
て

十
町
歩
以
上
は
必
や
し
も
常
備
を
鹿
傭
す
る
も
の
?
は
な
く
、
家
侠
の
構
成
人
員
、
性
別
、
年
齢
別
等
に
於
て
相
違
が
あ
り
、
経
替

の
合
理
ル
仙
の
程
度
に
よ
っ
て
も
建
び
が
あ
る
詩
で
あ
る
。
又
と
れ
よ
り
小
な
る
粧
替
に
於
て
も
臆
召
の
如
何
に
よ
り
常
傭
を
雇
傭
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
傾
向
は
一
般
的
傾
向
た
る
に
止
る
と
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

併
し
と
れ
に
反
し
て
常
傭
に
従
事
す
る
農
家
と
し
て
の
一
町
歩
以
下
の
農
家
の
比
率
と
常
備
と
な
る
農
家
の
比
率
と
の
比
例
し
な

い
と
と
は
相
営
明
白
で
、
む
し
ろ
零
細
農
家
の
多
い
の
は
海
岸
地
帯
後
志
・
檎
山
・
渡
島
・
宗
谷
地
方
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
結
局

常
傭
に
従
事
す
る
農
家
は
と
れ
を
雇
傭
す
る
農
家
む
如
何
に
依
存
し
て
ゐ
る
程
度
が
高
い
と
見
て
差
支
へ
友
い
。
む
し
ろ
と
の
地
方

。
農
家
は
出
稼
農
家
、
或
は
漁
業
兼
業
農
家
で
る
る
と
と
は
周
知
の
所
で
あ
っ
て
、
と
の
と
と
が
又
前
述
せ
る
常
傭
農
家
の
比
率
と

零
細
農
家
の
比
率
と
が
一
致
し
友
い
現
出
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
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北
海
道
に
於
け
る
農
業
雇
傭
努
働
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移
勤
労
働
者
の
教
は
昭
和
十
三
年
度
に
於
て
男
女
合
計
三

O
、
三
一
一
二
人
で
、
内
男
一
四
、
六

O
二
人
、

た
一
一
五
、
七
二
九
人
で
あ

る
。
と
れ
等
移
動
附
労
働
者
の
出
身
地
は
阿
川
前
・
増
毛
・
天
臨
・
演
益
等
の
北
部
日
本
海
沿
岸
の
漁
村
地
帯
が
最
も
多
く
、
，
次
い
で
後

志
・
日
高
・
槍
山
等
で
あ
る
。
一
般
に
海
岸
地
帯
よ
り
の
出
稼
が
多
い
。
更
に
東
北
地
方
よ
り
の
出
稼
も
見
ら
れ
る
が
共
他
は
近
接

町
村
よ
り
の
移
動
で
あ
る
。

と
れ
等
漁
村
地
帯
は
前
述
せ
る
如
く
零
細
農
業
経
皆
の
多
い
地
帯
で
あ
り
、
更
に
漁
村
と
し
て
漁
獲
の
時
期
以
外
に
相
営
の
時
間

の
飴
裕
が
あ
る
の
守
特
に
と
の
地
帯
よ
り
の
出
稼
が
盛
な
の
で
あ
ら
う
。
質
際
と
れ
等
出
稼
の
も
の
L
う
ち
農
業
出
身
者
は
艶
何
で

あ
る
か
は
知
る
と
と
は
出
来
な
い
が
、
地
問
普
長
氏
調
官
悦
(
枇
命
政
策
時
報
第
二
百
二
十
蹴
〉
に
よ
る
農
業
閥
係
よ
り
の
出
稼
の
割

ム
口
か
ら
見
て
決
し
て
少
い
と
は
思
は
れ
な
い
。

移
動
附
労
働
力
左
雇
傭
す
る
地
方
は
最
高
が
宰
知
の
八
千
飴
人
で
あ
り
、
北
い
で
ト
一
川
の
六
千
七
百
飴
入
、
後
志
の
五
千
九
百
飴

人
、
網
走
の
三
千
百
飴
人
、
石
狩
・
十
勝
の
千
飴
が
勝
勤
労
働
力
を
多
く
雇
傭
す
る
地
方
で
あ
る
。
と
れ
等
の
地
方
で
特
に
移
動
附
労

働
力
を
多
く
雇
傭
す
る
現
出
は
、
一
つ
に
は
と
れ
等
地
方
に
於
け
る
農
作
業
の
性
質
の
如
何
に
か
L

つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
空
知
・
上

川
・
石
狩
の
水
田
地
帯
に
於
け
る
水
稲
苗
移
植
、
水
削
除
草
、
牧
穫
に
集
中
的
に
附
労
働
力
炉
一
多
く
要
す
る
と
と
、
網
走
の
薄
荷
の
除

草
、
穫
牧
、
後
士
山
の
平
泉
の
袋
掛
、
上
川
・
後
志
・
十
勝
・
網
走
・
宗
谷
・
留
酬
の
澱
粉
刑
馬
鈴
薯
の
牧
陸
、

k
川
の
除
虫
菊
牧
穫
、

根
室
・
釧
路
の
牧
草
刈
が
特
に
多
且
一
一
足
の
労
働
力
を
集
中
的
に
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。



更
に
第
こ
に
は
と
れ
等
の
地
方
は
同
時
に
五
町
歩
以
上
の
粧
皆
農
家
戸
数
も
多
い
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
枇
~
ー
は
い
づ
れ
も
附
労
働
力
を

農
繁
期
に
が
、
て
雇
傭
せ
ざ
る
を
特
な
い
欣
態
に
あ
る
農
家
で
あ
る
と
と
は
前
辿
せ
る
如
く
で
あ
る
。

五

雇
傭
農
業
附
労
働
に
従
事
す
る
戸
数
は
昭
和
八
年
以
降
の
調
布
に
よ
れ
ば
昭
和
八
年
五
五
、

O
九
七
戸
、
昭
和
九
年
五
九
、
五

O
五
戸
、

昭
和
十
年
五
九
二
三
六
戸
、
昭
和
十
一
年
六
川
、
六
七
七
戸
で
大
間
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
た
が
、
事
饗
勃
護
の
年
即
ち
昭
和
十

二
年
に
は
五
一
、
五
一
一
戸
、
昭
和
十
三
年
は
四
六
、
四
八
一
戸
と
激
減
し
て
ゐ
る
と
と
が
見
ら
れ
る
。
農
家
に
し
て
雇
傭
労
働
に
従

事
す
る
も
の
も
、
昭
和
卜
年
間
六
、
問
。
六
戸
、
昭
和
十
一
年
五

O
、
O
一
間
戸
、

昭
和
十
二
年
間

O
、
八
四
九
戸
、
昭
和
十
三
年

問
二
六
五
戸
と
な
っ
て
ゐ
る
。
今
雇
傭
農
家
の
年
々
の
傾
向
と
一
町
歩
以
下
の
農
家
戸
数
と
を
的
比
す
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

一

〔

)
O

九
七

一
〔
〕

O九九

Ilj1 r出昭 l昭
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昭

和

十

一

年

を

一O
O
と
せ
る
指
数

フ匂 /、 cコ
区司ーー. cコ ，--

一
Z以
下
の
農
家
戸
数
一戸一

回穴、占回占一

四五、品八九一

回六、八一六一

回穴、四
C
C
一

昭

和

十

-

年

を

一O
O
と
せ
る
指
数

大
間
一
町
歩
以
下
の
経
皆
農
家
も
緩
慢
で
あ
る
が
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
併
し
減
少
ゆ
率
は
農
家
戸
数
よ
り
雇
傭
戸
数
の

方
が
よ
り
大
で
る
り
、
更
に
五
反
以
下
の
農
家
戸
数
は
小
作
広
於
て
増
大
し
て
ゐ
る
現
欣
で
は
農
家
の
農
業
外
勢
働
へ
の
吸
引
が
著

し
い
も
の
と
一
五
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

雇
傭
附
労
働
に
従
事
す
る
農
家
の
う
ち
常
備
陥
時
傭
及
び
雨
者
に
従
事
す
る
も
の
L
戸
数
は

北
海
道
に
於
け
る
農
業
雇
傭
慨
労
働

l¥ 
九



北
海
道
に
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け
る
農
業
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爾
者
に
従
事
す
る
戸
数
一

一

一

(
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C
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一

1
1
一

一

六

、

一

九
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〕

一

旦

、

回

九

六

一

一
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昭
和
十
一
日
千
は
常
備
と
臨
時
傭
と
を
使
用
す
る
戸
数
二
分
せ
る
銭
め
繭
者
を
併
用
す
る
戸
数
は
二
重
計
算
さ
れ
寅
数
よ
り
多
し
。

常
備
に
従
事
す
る
戸
数

臨
時
備
に
従
事
す
る
戸
数

で
る
っ
て
減
少
。
比
率
は
常
備
が
は
る
か
に
著
し
い
と
と
が
知
ら
れ
る
。

移
動
附
労
働
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

"&r s&r "日 Hヰi

平11有l羽l
相l

十十十

=一一十

年年年年

二
四
、
四
八
九
人

二
五
、
四
八
九
人

一一一二、八一一一五人

一ニ
O
J
三
ニ
一
人

事
援
勃
殻
の
年
の
農
業
附
労
働
者
の
減
少
に
封
躍
し
て
移
動
附
労
働
の
増
大
に
よ
っ
て
と
れ
を
防
止
せ
る
朕
態
が
推
察
さ
れ
る
。
併
し

昭
和
十
三
年
度
に
於
て
は
も
平
十
二
年
に
於
け
る
様
た
移
勤
労
働
乞
も
求
め
ら
れ
得
な
か
っ
た
と
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
附
労
働
力
の

不
足
は
移
動
勢
働
力
に
も
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。

と
れ
に
封
し
雇
傭
農
家
の
蹴
態
は
ど
う
で
る
る
か
、
昭
和
十
一
年
に
於
け
る
農
業
労
働
者
使
用
農
家
は
六
九
、
三
一
一
一
戸
、

二
年
七
回
、
八
九
三
戸
、
同
十
三
年
八
一
、
七
五

O
戸
と
増
大
し
て
ゐ
る
。
と
れ
に
釘
し
二
町
歩
以
上
経
皆
農
家
戸
数
の
年
々
の
傾
向

を
見
る
と
決
去
の
如
く
大
躍
に
減
少
し
て
ゐ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。

併
し
一

O
町
歩
以
上
の
経
替
は
と
れ
に
反
し
非
常
に
僅
か
で
あ
る
が
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

l司



昭
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昭

和

十

一

年

を

一

一
O
O
と
せ
る
指
数
一一CC↑一(〕一一九晶一九六一

二
町
歩
次
上
の
農
家
戸
数

備

考昭
和
十
一
年
の
労
働
者
侠
用
戸
数
は
前
の
統
計
と
同

じ
く
二
重
計
算
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
る
を
次
て
質
数

よ
り
多
し

O 
町
歩
以
上
の

農
ニー i家
、亡ミ弓宍|戸
函 00霊 1:数
区ヨフ句三三三"-1

陥
和
十
一
射
を

一
O
O
と
せ
る
指
数
一口♀一口♀一

〔
)
C
一
一口三

以
上
の
事
か
ら
一
般
的
に
従
来
農
主
に
持
働
力
を
提
供
し
来
っ
た
零
細
農
家
は
、
そ
の
提
供
す
べ
き
労
働
力
を
他
方
面
へ
振
ゆ
む

け
た
か
、
或
は
臨
刀
口
等
に
よ
り
附
労
働
力
の
提
供
が
不
可
能
に
な
っ
た
か
い
づ
れ
か
に
よ
っ
て
農
家
戸
数
よ
り
附
労
働
力
提
供
農
家
戸
数

の
減
少
率
が
大
と
な
っ
た
と
と
、
及
び
雇
傭
農
家
の
増
大
は
二
町
歩
以
上
、
或
は
一

O
町
歩
以
上
の
経
管
農
家
の
率
に
封
比
し
て
大
で

あ
る
と
と
は
従
来
雇
傭
す
る
必
要
た
き
農
家
に
於
て
も
陸
召
共
他
に
よ
っ
て
雇
傭
す
る
必
要
に
置
か
れ
た
と
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

併
し
一
般
的
に
農
家
そ
の
も
の

L
減
少
傾
向
に
も
拘
ら
や
十
町
歩
以
上
の
農
家
D
増
大
の
傾
向
は
自
作
農
に
於
て
特
に
著
し
く
、
小

作
に
於
て
は
三

O
町
歩
以
上
の
粧
替
に
於
て
増
大
の
傾
向
を
見
る
が
、
と
の
傾
向
は
農
業
の
事
費
下
の
附
労
働
力
の
不
足
に
於
け
る
方

向
と
し
て
、
特
に
農
業
持
働
力
の
高
賃
金
に
封
臆
し
て
進
行
し
つ
L
あ
る
と
と
が
注
目
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
友
い
。

地
域
的
に
は
一
町
以
上
五
町
未
満
の
農
家
は
各
地
共
に
減
少
し
つ
L
あ
る
中
で
、
五

l
十
町
歩
鰹
替
は
主
要
水
岡
地
帯
で
む
し
ろ

増
大
し
、
十
町
歩
以
上
経
替
は
網
走
・
上
川
・
謄
振
に
於
て
増
大
し
て
ゐ
る
。
雇
傭
努
働
使
用
農
家
は
昭
和
十
二
、
十
三
の
二
ヶ
年

北
海
道
に
於
け
る
農
業
雇
傭
峨
労
働

の
比
践
で
あ
る
か
ら
一
般
傾
向
と
は
一
石
川
凶
得
な
い
が
、
主
要
水
同
地
帯
は
上
川
の
腕
時
傭
の
減
少
左
除
き
大
韓
常
傭
、
臨
時
傭
と
も

え』



北
海
道
に
於
け
る
農
業
雇
傭
間
労
働

ブL

使
用
農
家
が
増
大
し
、
網
走
・
十
勝
・
日
高
・
後
士
山
等
は
常
備
は
減
少
し
臨
時
傭
使
用
農
家
の
み
が
増
大
し
て
ゐ
る
。

と
れ
に
割
し
附
労
働
力
供
給
農
家
は
釧
路
・
根
室
を
除
け
ば
一
般
に
減
少
し
、
又
か
h
A

る
依
件
に
あ
る
と
認
め
ら
る
L

一
町
未
満
絞

管
農
家
も
概
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
従
っ
て
、
持
働
力
供
給
出
家
は
従
来
よ
り
農
業
附
労
働
に
廃
傭
せ
ら
れ
る
機
舎
が
多
い
と
と
を

物
語
り
そ
の
附
労
働
は
一
般
に
賃
銀
の
高
い
臨
時
備
的
性
格
が
興
へ
ら
れ
る
と
思
は
れ
る
。
而
も
と
の
傾
向
は
比
較
的
特
殊
作
物
の
多

い
地
帯
に
が
、
て
著
し
い
。
農
業
経
替
の
上
か
ら
は
か
L
る
高
賃
制
叫
に
封
臨
し
う
る
矯
め
に
は
比
較
的
有
利
及
粧
皆
D
大
き
さ
を
必
要

と
{
レ
、
か
L
る
粧
皆
に
於
て
は
又
雇
傭
附
労
働
の
合
理
的
な
使
用
の
可
能
性
が
興
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。


